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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、大阪都市圏の在日朝鮮人家族と大阪市生野区の各種地域福祉団体を対象に、地域福祉における民
族間の共同可能性と、民族共生の地域福祉を通したコミュニティ再生の可能性を分析する都市社会学的研究で
ある。 
 上述の本論文の目的を述べた第１章「地域福祉とグローバリゼーションをめぐる課題」に続く第２章「地域
福祉における今日的課題」では、「地域福祉」に関する先行研究のレビューを通して、外国人住民と日本人住民
との共同実践の可能性を問う地域福祉学は、論者のオリジナルな視点であることが説明されている。第３章「都
市の民族関係を考えるための理論的枠組み」では、都市社会学の先行研究を検討することによって、オールド
タイマーの在日朝鮮人をニューカマー外国人の先行事例として位置づけ、在日朝鮮人と日本人との民族関係の
経験の中から今後の民族間の結合条件を解明する研究には意義があることを確認している。 
 以上を理論編として、以下第８章までは実証編である。第４章「民族関係の結合メカニズム」では、在日朝
鮮人の生活史をデータとして、民族間の結合条件としての「バイパス仮説」の検証を試み、その信憑性を高め
ることに貢献している。この検証作業を踏まえて、第５章「大阪市生野区における地域福祉活動の展開過程」
では、生野における70年代以降の障害者福祉の展開過程を詳細に辿りながら、地域福祉における｢バイパス結
合｣の条件を３点析出した。①小規模団体と両民族の平等性、②問題状況の連続的生起、③制度的解決の困難性
である。第６章「地域福祉活動参加者の生活構造」では、地域福祉の参加者個人の福祉ネットワークに対する
意味づけを問い、家族関係におけるある種の剥奪状況が、世話役の母親同士を結合志向に向かわせていること
を解明した。第７章「地域福祉活動における民族関係意識の変容」は、福祉活動が参加者の民族関係意識に及
ぼす影響の考察である。福祉活動における長期の直接的・対面的接触が民族間の結合志向に効果があること、
および福祉団体への加入が参加者の視野を環境問題や下層労働者問題などへも広げていることなど、地域福祉
活動の諸機能が分析されている。一方、高齢者対象の地域福祉も見逃すことができない。第８章「高齢者福祉
における民族結合条件」では、高齢者と介護者の間で民族が異なれば信頼関係の形成はなかなか容易ではない
けれども、高齢者のニーズを理解しようとする介護者の積極的態度によって両者の結合関係が促進されること、
またホスト社会への定住意志が強い外国人介護者ほど介護職に対する職業モラールが高いことなどがフィール
ドワークを通して仮説的に示されている。 
 第９章「多民族化する都市の地域福祉とコミュニティ再生」では、生野区の〈地域福祉と民族関係〉が相互
規定的関係にあることが結論づけられている。福祉課題を抱えながらも人的資源に乏しい在日朝鮮人・日本人
双方の剥奪状況が結合の契機であり、両者の結合によってはじめて地域福祉は可能になっている。それと同時
に、長期間の福祉活動がメンバー間の絆を強め、民族間の社会的ネットワークが構築されている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 〈地域福祉と民族関係〉の研究は、国内では本論文をもって嚆矢とする。従来の在日外国人の社会福祉に関
する研究は当該エスニック集団に対象を限る傾向が強く、本論文のように都市社会のエスニック関係を視野に
入れた体系的研究は皆無である。また、「少子高齢化」と「グローバル化」の社会変動は、先進国の大都市が共
通して直面している深刻な課題であるだけに、今後いっそう本テーマの重要性は高まるに違いない。その意味
で本論文は学界のフロンティアとして、その発展に大きく寄与するであろう。研究方法にも特筆すべきものが
ある。地域福祉の長い経験と豊富な実績を有する大阪市生野区をフィールドとして、論者も自ら福祉団体のメ
ンバーに加わり、行動を共にしながら参与観察を続けた。また、ロング・インタビューによって、調査対象者
の内面の深い理解にも到達しており、質的調査法ならではのリアリティが以下の考察に強い説得力を与えてい
る。 
 第１章では、地域福祉における多民族共同の可能性を探究する意義を、「少子高齢化」と「グローバル化」と
いう先進国に不可避の社会変動から説き起こしている点で、論者の問題意識は十分に説得的である。マジョリ
ティとマイノリティが共同する地域福祉の実践は、少なくとも学界ではこれまであまり発想されることがなか
っただけに、この問題設定は今後大いに論議を呼ぶだろう。 
 第２章の先行研究のレビューは、地域福祉学の今日的課題を的確に把握している。今日の地域福祉では当事
者とその家族のネットワーキングによる課題の克服がめざされているので、論者もまた、多民族集住地域にお
ける福祉ネットワークの望ましいあり方を想定し、それを後章の現状分析の一定の指標としている。 
 第３章では、都市社会学の最近年の研究成果を吟味し、国籍・民族を超えた地域福祉を構想する上で、オー
ルド・タイマーの研究には一定の有効性があるとの結論に到達した。在日朝鮮人社会を、今後の増加が予測さ
れるニューカマー外国人の先行事例として位置づける発想は、ともすれば在日朝鮮人社会に固有の問題が見過
ごされる危険性がないではないが、論者がライフワークとして取り組むに十分耐えうる射程範囲の広い研究構
想である。 
 ついで、在日朝鮮人の膨大かつ重厚な生活史に分け入って「バイパス仮説」を検証した第４章は、論者の実
証研究者としての資質を十分に証明して見せた点で注目に値する。 
 第５章は、〈地域福祉と民族関係〉の相互規定的関係を正面から扱っているという意味で、本論文の中心をな
している。この研究にあたって、論者は大阪市生野区の多数の福祉団体で聴取調査を重ね、30年以上に亘る障
害者福祉の展開過程を詳細に辿っている。それだけに、「論文内容の要旨」に述べられている分析結果の信憑性
はきわめて高い。 
 第６章は、障害者の主たる世話役である母親たちが遠方からの来住層である点に着目し、実家からの援助に
頼れないという意味での剥奪状況が作業所における民族関係を強く志向させていることを突き止めている。
「福祉ネットワークの家族代替機能」という、都市流動層一般にも適用可能な中範囲理論の構築に成功した。
なお、本章は福祉作業所の参与観察と、日本人も含むメンバーたちの生活史調査に基づく考察である。ここで
も論者の秀でたラポール形成能力によって、当初の研究目的が首尾よく達成されている。 
 第７章でも同様の調査手法が用いられているが、本章のテーマは当事者たちの態度変容である。福祉活動が、
その顕在的目的の達成に止まらず、様々な意図せざる結果をもたらしていることを解明した観察力は鋭い。ま
た、民族関係論における「接触理論」の応用に成功している点も高く評価できる。 
 地域の高齢者介護の問題にも視野を広げようとした第８章では、生野区の特別養護老人ホーム等で綿密な聴
取調査を試み、介護者の異民族高齢者に対する結合志向は、本人の定住意志の強さと順相関関係にあるとの仮
説を索出した。近い将来に論議が必至となろう移民労働者補充による福祉対策の問題にも応用可能な、きわめ
て有意義な仮説と言える。それだけに、さらに詳細な検証が必要であり、ぜひとも今後に期待したい。 
 こうして第９章、〈地域福祉と民族関係〉の相互規定関係に関する結論に到達するのであるが、その結論はき
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わめて妥当であると評しうる。あえて今後の課題を指摘すれば、在日朝鮮人社会に固有の問題にも、一定の目
配りが必要であろう。また高齢者福祉の研究は、さらに充実させるべきである。ただし、これらの課題は本論
文が登り詰めた高い地点に立って初めて開けた新たな地平であり、これによって本論文の価値が損なわれるも
のでは決してない。 
 以上、本論文は〈地域福祉と民族関係〉に関するわが国最初の優れた体系的研究として、今後、さまざまな
角度から論議を呼ぶことは間違いない。〈地域福祉と民族関係〉の相互規定関係は、本論文が生みだした独創的
な知見である。さらに、バイパス結合、剥奪仮説、福祉ネットワークの家族代替機能、接触仮説、そして定住
志向と結合関係などの検証も、社会学・社会福祉学における大きな収穫である。地域に深く入り込み、多くの
当事者たちの肉声をもとに帰納的一般化を貫いた実証的な研究態度も、高く評価されてよい。本論文は、今後、
在日外国人と地域福祉の問題に取り組む際の必読文献として、その位置を永く保ち続けることであろう。 
 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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